（赤い文字は提出時には削除せよ）

学生番号：

氏名：

この行は二行目に移動せよ

この行は四行目に移動せよ

この行は一行目に移動せよ

この行は三行目に移動せよ

（移動の操作については教科書52 page）

（まず三行に複製し、それから箇条書きにする。コピーの操作は教科書 52 page。箇条書きの操作は教科書に無いので判らない場合は手をあげよ。）

この行は番号つきの箇条書きにせよ

この行は点つきの箇条書きにせよ

この行は点つきの箇条書きにせよ

この行は一段下がった箇条書きにせよ

この行は二段下がった箇条書きにせよ

この行は点つきの箇条書きにせよ

（適所で改行し、タイトルを目立つようにせよ。文字サイズ変更 p60, 字体変更は文字サイズのすぐ左「MS明朝」をゴシック系にする。アンダーライン p62, 右揃え、センタリング pp57-58を参照。各行の字下げは先頭に空白を入れる。）

「コロンブスが持ち帰った病気」巻末の言葉から。
これまで語ってきたように、生体臨床医学には非効率的な、予測の付かない要素が多いにある。だが、この「役立たずの」学問分野なくしては、人類の健康と安寧に偉大な恩恵をもたらした、飛躍的な発見の全部とは言わないまでも、多くの根源となるものはこの世に生まれなかったろう。理論的・経済的原則に反していようと、あらゆる自然科学分野の研究は継続されなければならないのだと、生体臨床医学に資金を提供する財団や政府機関にどうにかして認識させなければならない。一生をマルハナバチの研究に捧げる人材を育成し資金援助することは、一生をエイズウィルスの研究に捧げる人材を育成し資金援助することと同じく、重要である。蛾の分類学や、ホタルの生理学や、サメの鉤虫に興味をもつ人材は、私たちにとって貴重な財産だ。彼らが抱いている興味は、人類にとって大切な宝だ。あらゆる知識の集積から、進歩が生まれる。すべての科学が、あまねく奨励されるのでなければ、私たちに健康や安寧をもたらす科学という学問分野は、結局は袋小路に入り込んで、衰退してしまうだろう。

